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事例４ ブロードコム・リミテッドとブロケード・コミュニケーションズ・システムズ・インク

の統合 

第１ 本件の概要 

本件は，半導体機器の製造販売業等を営むブロードコム・リミテッド（本社米国。以下「ブ

ロードコム」といい，ブロードコムを最終親会社とする企業結合集団を「ブロードコムグルー

プ」という。）の子会社と，ネットワーク用ハードウェア，ソフトウェアの製造販売業等を

営むブロケード・コミュニケーションズ・システムズ・インク（本社米国。以下同社を「ブロ

ケード」といい，ブロケードを最終親会社とする企業結合集団を「ブロケードグループ」と

いう。また，ブロードコムグループとブロケードグループを併せて「当事会社グループ」と

いう。）が，ブロケードを存続会社として合併した後，ブロケードの株式をブロードコムの

他の子会社が全部取得すること（以下「本件行為」という。）を計画したものである。 

関係法条は，独占禁止法第１０条及び第１５条である。 

（参考）海外競争当局との連絡調整 

本件については，海外競争当局も審査を行っており，当委員会は，米国連邦取引委

員会及び欧州委員会との間で情報交換を行いつつ審査を進めた。 

第２ 一定の取引分野 

通信ネットワークにおいて，データを外部記憶装置（以下「ストレージ」という。）に書き

込む，又はストレージからデータを読み出すためには，サーバーとストレージは何らかの結

線により接続される必要がある。サーバーとストレージが高速のデータ通信ネットワークに

より接続されている構成はストレージエリアネットワーク（以下「ＳＡＮ」という。）と呼

ばれており，ネットワークとしてファイバーチャネルが使用されているものをファイバー

チャネル・ストレージエリアネットワーク（Ｆｉｂｒｅ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｓｔｏｒａｇｅ

 Ａｒｅａ Ｎｅｔｗｏｒｋ）（以下「ＦＣＳＡＮ」という。）といい，イーサネットを用い

たインターネット・プロトコルネットワークにより接続されているものをＩＰＳＡＮという

1。 

ＦＣＳＡＮは，ＦＣＳＡＮスイッチを通じて，ファイバーチャネル・ホストバスアダプター

（Ｆｉｂｒｅ Ｃｈａｎｎｅｌ Ｈｏｓｔ Ｂｕｓ Ａｄａｐｔｅｒ）（以下「ＦＣＨＢＡ」

という。）が搭載されたサーバーをストレージに接続するための専用ネットワークである。 

本件の当事会社であるブロケードグループはＦＣＳＡＮスイッチを製造販売しており，ブ

ロードコムグループはＦＣＨＢＡを製造販売している。また，ブロードコムグループはＦＣ

ＳＡＮスイッチ及びＦＣＨＢＡに使用されているアプリケーション・スペシフィック・イン

テグレーティッドサーキット（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ Ｓｐｅｃｉｆｉｃ Ｉｎｔｅｇｒ

ａｔｅｄ Ｃｉｒｃｕｉｔ）（以下「ＡＳＩＣ」という。）を製造販売している。 

1 ＦＣＳＡＮはＩＰＳＡＮと比べて，大量のデータを高速に，高い信頼性をもって大勢のユーザーに転送できる

ことから，政府機関，金融機関，電気通信等の各分野において用いられている。 
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１ 商品の概要 

(1) ＡＳＩＣ 

ＡＳＩＣは，特定顧客の用途に合わせてカスタマイズされたロジックＩＣ2であり，通信

機器，家電製品，自動車向け等，多岐に渡る用途で利用されているが，顧客は，その用途

に応じた特定用途向けＡＳＩＣを購入している。 

ＡＳＩＣはある特定の顧客のためだけに主として顧客独自の設計に基づき製造されるも

のであり，ＡＳＩＣを顧客にとって独自のものとする知的財産及び秘密情報は主として顧

客側に属している。 

(2) ＦＣＳＡＮスイッチ 

ＦＣＳＡＮスイッチは，ＦＣＳＡＮを構成する際に必要となる中継装置であり，ＦＣＳ

ＡＮスイッチに複数のサーバーとストレージがファイバーチャネル・ケーブルで接続され

る。 

(3) ＦＣＨＢＡ 

ＦＣＳＡＮにおいて，サーバーとストレージを接続するためには，ＦＣＳＡＮスイッチ

のほか，一般に「カード」とも呼ばれるＦＣＨＢＡをサーバーのポートに搭載する必要が

ある。ＦＣＨＢＡは主にホストサーバーに搭載されており，データの出入力の処理等を行

う。 

２ 商品範囲 

(1) ＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣ 

ＦＣＳＡＮスイッチには，ＦＣＳＡＮスイッチ向けのＡＳＩＣ（以下「ＦＣＳＡＮスイッ

チ用ＡＳＩＣ」という。）が搭載されるが，ＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣは，他の各特

定用途向けのＡＳＩＣに使用することはできず，他の各特定用途向けのＡＳＩＣをＦＣＳ

ＡＮスイッチ用ＡＳＩＣとして使用することはできない。したがって，ＦＣＳＡＮスイッ

チ用ＡＳＩＣと他の各特定用途向けに使用されるＡＳＩＣとの間に需要の代替性は認めら

れない。 

また，ＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣを製造するためには，当該用途に関する研究開発

への投資及び回路設計の開発が必要となり，他の各特定用途向けに使用されるＡＳＩＣを

製造する事業者がＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣを新たに製造するのは容易ではないこと

から，ＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣと他の各特定用途向けに使用されるＡＳＩＣとの間

に供給の代替性は認められない。 

以上から，本件では，「ＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣ」を商品範囲として画定した。 

2 数値計算，論理演算，比較・判断などの各種処理を主な機能として持つ集積回路のことである。 
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(2) ＦＣＳＡＮスイッチ 

前記１(2)のとおり，サーバーとストレージをＦＣＳＡＮにより接続するためには，ＦＣ

ＳＡＮスイッチが必要であり，ＩＰＳＡＮでは「ＩＰ／イーサネット・ネットワーキング

ルータ及びスイッチ」が用いられている。 

ＦＣＳＡＮスイッチとＩＰ／イーサネット・ネットワーキングルータ及びスイッチでは

機能が異なり，代替して使用することはできないことから，需要の代替性は認められない。 

また，ＦＣＳＡＮスイッチとＩＰ／イーサネット・ネットワーキングルータ及びスイッ

チの製造設備は異なっており，製造設備の切替えは容易ではないことから，供給の代替性

も認められない。 

以上から，本件では，「ＦＣＳＡＮスイッチ」を商品範囲として画定した。 

(3) ＦＣＨＢＡ 

前記１(3)のとおり，サーバーとストレージをＦＣＳＡＮにより接続するためにはＦＣＨ

ＢＡをサーバーに搭載する必要があり，ＩＰＳＡＮによる接続には一般的にインターネッ

ト・スモールコンピュータシステム・インターフェース（以下「ｉＳＣＳＩ」という。）Ｈ

ＢＡがサーバーに接続される。 

ＦＣＨＢＡとｉＳＣＳＩＨＢＡでは機能が異なり，代替して使用することはできないこ

とから，需要の代替性は認められない。 

また，ＦＣＨＢＡとｉＳＣＳＩＨＢＡの製造設備は異なっており，製造設備の切替えは

容易ではないことから，供給の代替性も認められない。 

以上から，本件では，「ＦＣＨＢＡ」を商品範囲として画定した。 

３ 地理的範囲 

前記２で画定した「ＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣ」，「ＦＣＳＡＮスイッチ」及び「ＦＣ

ＨＢＡ」のいずれについても，輸送上の制約はなく，製品価格に占める輸送費，関税等の割

合が低いことから，国内外で価格差がほとんどみられない。また，供給者は需要者の所在す

る国を問わず取引しており，需要者も国内外の供給者を差別することなく取引している。 

以上から，「世界全体」を地理的範囲として画定した。 

第３ 本件行為が競争に与える影響 

１ 垂直型企業結合 

ブロードコムグループは，ＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣを製造販売しており，ブロケー

ドグループはそれを用いてＦＣＳＡＮスイッチの製造販売を行っていることから，本件はＦ

ＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣを川上市場，ＦＣＳＡＮスイッチを川下市場とする垂直型企業

結合に該当する。 

(1) 当事会社グループの地位及び競争事業者の状況 
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ア 川上市場 

ＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣ市場における当事会社及び競争事業者の市場シェアは

下表のとおりであり，ＨＨＩは約５，４００，ブロードコムグループの市場シェアは約

３５％であることから，垂直型企業結合のセーフハーバー基準に該当しない。 

ＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣ市場には，市場シェア約６５％の有力な競争事業者Ａ

社が存在しており，また，ＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣの製造販売業者２社の製品に

性能差の違いはない。 

【平成２８年におけるＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣの市場シェア】 

順位 会社名 市場シェア 

１ Ａ社 約６５％

２ ブロードコムグループ 約３５％

合計 １００％

イ 川下市場 

ＦＣＳＡＮスイッチ市場における当事会社及び競争事業者の市場シェアは下表のとお

りであり，ＨＨＩは約５，８００，ブロケードグループの市場シェアは約７５％である

ことから，垂直型企業結合のセーフハーバー基準に該当しない。 

ＦＣＳＡＮスイッチ市場には市場シェア約２５％のＢ社が存在するものの，ブロケー

ドグループはＦＣＳＡＮスイッチの開発に関してＢ社のＦＣＳＡＮスイッチよりも先行

している。 

【平成２７年におけるＦＣＳＡＮスイッチの市場シェア】 

順位 会社名 市場シェア 

１ ブロケードグループ 約７５％

２ Ｂ社 約２５％

 その他 ０－５％

合計 １００％

(2) ＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣの販売拒否等 

ブロードコムグループは，ブロケードグループ及びＢ社のいずれにもＦＣＳＡＮスイッ

チ用ＡＳＩＣを販売している状況にあることから， 本件行為後にブロードコムグループは

Ｂ社との取引の拒否又は同社にとって価格等について不利な条件での取引（以下，この行

為を「投入物閉鎖」という。）を行う可能性がある。 

しかしながら，ＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣの市場には市場シェア約６５％の有力な

Ａ社が存在し，Ｂ社は必ずしもブロードコムグループからＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣ

を調達しなければならないわけではないため，仮にブロードコムグループがＦＣＳＡＮス

イッチ用ＡＳＩＣの取引を拒否したり，価格を引き上げたとしても，Ｂ社はＡ社から当該

製品を購入することができる。 
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以上から，投入物閉鎖による市場の閉鎖性・排他性の問題は生じないと認められる。 

(3) ＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣの購入拒否等 

ブロケードグループは，ＦＣＳＡＮスイッチを製造するに当たり，ブロードコムグルー

プ及びＡ社のいずれかのＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣを使用していることから，本件行

為後にブロケードグループがＡ社からＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣの調達の拒否又は同

社にとって価格等について不利な条件での取引（以下，この行為を「顧客閉鎖」という。）

を行う可能性がある。 

特に，川下市場においては，前記(1)のとおり，ブロケードグループの市場シェアが大き

く，当該顧客閉鎖によってＡ社が失う取引額は相当程度あると考えられ，また，ＦＣＳＡ

Ｎスイッチ用ＡＳＩＣはＦＣＳＡＮスイッチのみにしか用いることができないことから，

Ａ社はＢ社以外に代替的な取引先を見つけることは困難である。 

しかしながら，川下市場においては少なくとも市場シェアの約２５％を有するＢ社がお

り，ＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣの製造販売業者２社の製品に性能差等の違いはなく，

Ｂ社は調達先の切替えに障壁はないことから，Ａ社はＢ社向けに供給を振り替えることが

できる。 

以上から，顧客閉鎖による市場の閉鎖性・排他性の問題は生じないと認められる。 

(4) 秘密情報の共有による市場への影響 

ア ブロードコムグループによるＡ社の秘密情報の入手による市場への影響 

ＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣの製品の開発・販売に当たっては，ＦＣＳＡＮスイッ

チ用ＡＳＩＣの製造販売業者とＦＣＳＡＮスイッチの製造販売業者が互いの秘密情報を

共有することになるため，本件行為後に，ブロードコムグループがブロケードグループ

を通じて，ブロケードグループと秘密情報を共有しているＡ社の秘密情報を入手するよ

うなことがあった場合，ＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣの市場において，競争事業者で

あるＡ社が不利な立場に置かれ，ＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣ市場における競争に影

響を及ぼす可能性がある。 

しかしながら，前記第２の１(1)に記載のとおり，ＡＳＩＣはある特定の顧客のためだ

けに主として顧客独自の設計に基づき製造されるものであり，ＡＳＩＣを顧客にとって

独自のものとする知的財産及び秘密情報等は，主として顧客側に属している。 

したがって，Ａ社の秘密情報の共有により，ＦＣＳＡＮスイッチ用ＡＳＩＣ市場の競

争に影響を及ぼすおそれはないものと認められる。 

イ ブロケードグループによるＢ社の秘密情報の入手による市場への影響 

前記アと同様，ブロケードグループがブロードコムグループを通じて，ブロードコム

グループと秘密情報を共有しているＢ社の秘密情報を入手するようなことがあった場合，

ＦＣＳＡＮスイッチの市場において，競争事業者であるＢ社が不利な立場に置かれ，Ｆ

ＣＳＡＮスイッチ市場における競争に影響を及ぼす可能性がある。 



６ 

しかしながら，Ｂ社製ＦＣＳＡＮスイッチとブロケードグループ製ＦＣＳＡＮスイッ

チとでは性能差があることに加え，ブロードコムグループは，Ｂ社との間で秘密保持契

約3を締結等しており，互いの製品開発情報，価格情報等が遮断されることから，ＦＣＳ

ＡＮスイッチ市場の競争に影響を及ぼすおそれはないものと認められる。 

   図表 垂直型企業結合の概要図 

２ 混合型企業結合 

ブロケードグループが製造販売するＦＣＳＡＮスイッチ及びブロードコムグループが製造

販売するＦＣＨＢＡは，共通の需要者であるサーバーの製造販売業者らに販売されているこ

とから，本件は混合型企業結合に該当する。 

(1) 当事会社グループの地位及び競争事業者の状況 

ＦＣＨＢＡ市場における当事会社及び競争事業者の市場シェアは下表のとおりであり，

ＨＨＩは約５，０００，当事会社の市場シェアは約４５％である。また，ＦＣＳＡＮスイッ

チについては，前記１(1)イのとおり，ＨＨＩは約５，８００，当事会社の市場シェアは約

７５％である。したがって，混合型企業結合のセーフハーバー基準に該当しない。 

ＦＣＨＢＡ市場においては，市場シェア約５５％のＣ社が存在しており，また,ＦＣＨＢ

Ａの製造販売業者２社の製品には大きな性能差はなく，多少の使い勝手の差がある程度で

ある。 

3 ブロードコムグループとＢ社との秘密保持契約は全世界向けの取引が対象となっている。 

ブロードコムがブロケー
ドを通じてＡ社の秘密情
報を入手する可能性 

×
ブロードコム 

Ａ社

FCSANｽｲｯﾁ用ASICの

製造販売市場 

（川上市場）

FCSANｽｲｯﾁの製造販売市場 

（川下市場） 

統合 

需要者（サーバー製造販売業者ら） 

FCSANｽｲｯﾁの取引 FCSANｽｲｯﾁ用ASICの取引 

ブロケードがブロードコ
ムを通じてＢ社の秘密情

報を入手する可能性 

Ｂ社 ブロケード 

×

秘密情報の提供 

販売拒否等（投入物
閉鎖）の可能性 

購入拒否等（顧客閉
鎖）の可能性 
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【平成２７年におけるＦＣＨＢＡの市場シェア】 

順位 会社名 市場シェア 

１ Ｃ社 約５５％

２ ブロードコムグループ 約４５％

 その他 ０－５％

合計 １００％

(2) ＦＣＳＡＮスイッチ市場の閉鎖性・排他性の検討 

当事会社グループは，本件行為により，ブロケードグループ製ＦＣＳＡＮスイッチでし

か使用できない仕様のブロードコムグループ製ＦＣＨＢＡを製造販売する，又はブロケー

ドグループ製ＦＣＳＡＮスイッチでしか１００％の性能を発揮できない仕様のブロードコ

ムグループ製ＦＣＨＢＡを製造販売することにより，ＦＣＳＡＮスイッチ市場において市

場の閉鎖性・排他性の問題が生じる可能性がある。 

しかしながら，前記(1)記載のとおり，ＦＣＨＢＡ市場には約５５％の市場シェアを有す

るＣ社がおり，一定程度の供給余力を有している状況に加え，ＦＣＨＢＡは製品により多

少の使い勝手の差はあるものの，需要者は，主に価格でＦＣＨＢＡの調達先を決定してお

り，調達先をＣ社に変更することに支障はない。 

以上のことから，ＦＣＳＡＮスイッチ市場の閉鎖性・排他性の問題は生じないと認めら

れる。 

(3) ＦＣＨＢＡ市場の閉鎖性・排他性の検討 

当事会社グループが，本件行為により，ブロードコムグループ製ＦＣＨＢＡでしか使用

できない仕様のブロケードグループ製ＦＣＳＡＮスイッチを製造販売する，又はブロード

コムグループ製ＦＣＨＢＡでしか１００％の性能を発揮できない仕様のブロケードグルー

プ製ＦＣＳＡＮスイッチを製造販売することにより，ＦＣＨＢＡ市場において市場の閉鎖

性・排他性の問題が生じる可能性について検討する。 

ア 市場閉鎖を行う能力・インセンティブ

ＦＣＳＡＮスイッチ市場では，ブロケードグループが大きな市場シェアを有している

状況にあり，また，Ｂ社のＦＣＳＡＮスイッチがブロケードグループ製ＦＣＳＡＮスイッ

チと同程度の性能を有するようになるには一定の期間が必要となることから，ＦＣＳＡ

Ｎに係る次世代製品が発売される際には，ブロケードグループが中心となり，ブロケー

ドグループのＦＣＳＡＮスイッチとブロードコムグループ及びＣ社のＦＣＨＢＡとの接

続テスト等を行い，接続性を確保した上でリリースされる。 

また，需要者は，ＦＣＨＢＡの調達先を変更するよりもＦＣＳＡＮスイッチの調達先

を変更する方が費用等の観点から困難であり，一般的にＦＣＳＡＮスイッチの調達先を

変更しない傾向にある。 

このような状況から，仮に，ブロードコムグループ製ＦＣＨＢＡでしか使用できない

仕様のブロケードグループ製ＦＣＳＡＮスイッチを製造販売する，又はブロードコムグ

ループ製ＦＣＨＢＡでしか１００％の性能を発揮できない仕様のブロケードグループ製
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ＦＣＳＡＮスイッチを製造販売した場合，Ｃ社のＦＣＨＢＡが不利な立場に置かれる可

能性があり，特に次世代製品については，ブロケードグループ製ＦＣＳＡＮスイッチと

の接続性がない又は十分な接続性が発揮できなければ，需要者はＣ社製のＦＣＨＢＡを

購入することはないと考えられる。 

したがって，当事会社はＦＣＨＢＡ市場を閉鎖する能力を有していると認められる。

また，ＦＣＨＢＡ市場を閉鎖することにより当事会社は利益を増加させることが可能と

なることから，当事会社はＦＣＨＢＡ市場を閉鎖するインセンティブを有していると認

められる。 

 図表 混合型企業結合の概要図 

イ 競争事業者のＦＣＨＢＡに関する秘密情報の入手 

前記アのとおり，ＦＣＳＡＮに係る次世代製品が発売される際には，ブロケードグルー

プが中心となり，ブロケードグループのＦＣＳＡＮスイッチとブロードコムグループ及

びＣ社のＦＣＨＢＡとの接続テスト等を行い，接続性を確保した上でリリースされてい

るが，その過程で，ブロケードグループはＣ社との間で相互に製品計画等を共有し，Ｆ

ＣＳＡＮスイッチとＦＣＨＢＡとの接続性を確保するための秘密情報等を共有している。 

このため，本件行為により，ブロードコムグループがブロケードグループを通じてＣ

社のＦＣＨＢＡに関する秘密情報を入手するなどして，ＦＣＨＢＡ市場の競争において，

当事会社グループがＣ社より優位に立つ可能性がある。 

ウ 小括 

以上のとおり，当事会社グループがＦＣＳＡＮスイッチの仕様を当事会社グループ以

外のＦＣＨＢＡに対して閉鎖的なものとすること及び競争事業者のＦＣＨＢＡに関する

秘密情報を共有することにより，ＦＣＨＢＡ市場の閉鎖性・排他性の問題が生じる蓋然

性が認められる。 

ブロケード Ｂ社 
FCSANｽｲｯﾁの製造販売市場 

FCSANｽｲｯﾁとFCHBAの接続 

ブロードコム Ｃ社FCHBAの製造販売市場

統合

需要者（サーバー製造販売業者等） 

FCSANｽｲｯﾁ，FCHBAの取引 

接続性の確保
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第４ 当事会社グループによる問題解消措置の申出 

当事会社グループがＦＣＳＡＮスイッチの仕様を当事会社グループ以外のＦＣＨＢＡに対

して閉鎖的なものとすること及び競争事業者のＦＣＨＢＡに関する秘密情報を共有すること

により，ＦＣＨＢＡ市場の閉鎖性・排他性の問題が生じる蓋然性が認められる旨の指摘を当

事会社グループに対して行ったところ，当事会社グループから以下の問題解消措置（以下「本

件問題解消措置」という。）の申出があった。 

１ 当事会社グループのＦＣＳＡＮスイッチと競争事業者のＦＣＨＢＡとの間の接続性の確保

及び差別禁止 

当事会社グループは，競争事業者の技術的な制約により接続性の確保が困難となる場合を

除き，競争事業者のＦＣＨＢＡと当事会社グループのＦＣＳＡＮスイッチとの間で接続性を

確保するものとし，確保される接続性は，当事会社グループのあらゆる開発段階におけるＦ

ＣＳＡＮスイッチとＦＣＨＢＡ間の接続性と同程度のものとする。 

当事会社グループは，ＦＣＨＢＡの競争事業者に対し，あらゆる開発段階において，当事

会社グループのＦＣＳＡＮスイッチ事業が当事会社グループのＦＣＨＢＡ事業に対して提供

するのと同程度の支援4を，リードタイムの差を設けることなく提供する。また，当事会社グ

ループは競争事業者のＦＣＨＢＡ事業を不利にする目的で，当事会社グループのＦＣＳＡＮ

スイッチを設計若しくは開発すること又は当事会社のＦＣＳＡＮスイッチに変更等を加える

ことはしない。 

２ 競争事業者のＦＣＨＢＡに関する秘密情報の保護 

(1) 当事会社グループによる保証 

当事会社グループが競争事業者のＦＣＨＢＡに関する秘密情報を厳格に秘密情報として

扱い，自社のＦＣＨＢＡ事業を有利にするために用いない等。 

(2) 当事会社グループによる情報遮断措置 

当事会社グループのＦＣＨＢＡの設計及び開発に関する活動を，ＦＣＨＢＡの競争事業

者に対する当事会社グループの支援と物理的に隔離する等。 

３ 定期報告 

当事会社グループは，公正取引委員会の承認が得られた日から１０年間にわたり，公正取

引委員会に対して，２年に１度，独立した第三者（監視受託者）が監視する前記１及び２の

遵守状況を報告する。 

4 競争事業者のＦＣＨＢＡと当事会社グループのＦＣＳＡＮスイッチが接続可能となるよう，当事会社グループ

はＦＣＨＢＡの競争事業者に対して，開発サイクルのあらゆる段階において，製品のシュミレーション，技術テ

スト，検証及び保証等並びに製品リリース後のサポート活動を行う。 
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第５ 本件問題解消措置に対する評価 

ＦＣＨＢＡの競争事業者は，ＦＣＨＢＡの製造販売に当たりブロケードグループのＦＣＳ

ＡＮスイッチとの接続が必須であり，本件行為後においてもＦＣＨＢＡの製造販売業者が従

前どおりの条件でブロケードグループのＦＣＳＡＮスイッチと接続が行える環境が必要とな

る。 

１ 当事会社グループのＦＣＳＡＮスイッチと競争事業者のＦＣＨＢＡとの間の接続性及び差

別禁止 

当事会社グループはＦＣＳＡＮスイッチ及びＦＣＨＢＡの製品開発のあらゆる段階におい

て，当事会社グループのＦＣＨＢＡと同程度の接続性を競争事業者のＦＣＨＢＡについても

確保し，その支援等を行うものである。本件問題解消措置により，競争事業者のＦＣＨＢＡ

が当事会社グループのＦＣＨＢＡに比べて不利な影響を受けることとはならないことから，

有効な措置であると認められる。 

２ 競争事業者のＦＣＨＢＡに関する秘密情報の保護 

競争事業者のＦＣＨＢＡに関する情報が秘密情報として扱われ，当事会社グループの製品

開発等を行う部門と競争事業者のＦＣＨＢＡとの接続性を確認等する部門とが遮断等される

ものであり，当事会社グループ自身のＦＣＨＢＡ事業を有利にする又は他のＦＣＨＢＡの競

争事業者が不利な影響を受けることを防止する有効な措置であると認められる。 

３ 定期報告 

ＦＣＳＡＮスイッチ及びＦＣＨＢＡについては，次世代製品の開発サイクルが少なくとも

２年以上必要であること，一度上市された製品について当事会社グループが事後的に接続性

を低下させることは容易ではないことから，２年に一度の定期報告は履行監視の観点から，

有効な措置であると認められる。 

第６ 結論 

当事会社グループが本件問題解消措置を講じることを前提とすれば，本件行為により，一

定の取引分野における競争を実質的に制限することとはならないと判断した。 


